思って いる 事 をお 話いた すつ もりに 違い ございませ 

んの。 そこで 妙 だと 存じます の は、 男の 方が 何 か を 

お当てに なると 云う こと は、 御 自分のお 身の上に 関 

係した 事に 限る よう だからで ございま すの。 

男。 はてな。 それで は そのお 話が わたくしの 身の上に 

関係した 事な のです か。 

貴 夫人 大いに 関係して いますの。 

(間。 男 は 思案に 暮れい る。) 

男。 どうも ちっとも 思い当る 事が ありま せんね。 

貴 夫人。 それ は 思い出させて お上げ 申します わ。 です 

けれど 内証のお 話で ございま すよ。 



男。 それ は 内証のお 話と 内証で ない お 話ぐ らい はわた 

くしに だ つ て。 

貴 夫人。 いいえ。 そのお 話 申す 事柄が 内証 だと 申す の 

で ございません わ。 事柄 だけなら いくらお 話な すつ 

て も 宜し ゆう ございま すの。 ただ それが いつの 事 だ 

と 云う ことが 内証で ございま すの。 き つと で ござい 

ますよ 

(男 黙りて 誓の 握手 をな す。) 

貴 夫人。 そのお 話 は 十 年 前の 事で ございま すの。 場所 

はこの ブダペストで、 時 は 十月。 

男。 どうも 分かりません な。 



さなかつ たのです ね。 そのお ことわり 申さない に は、 

理由が 二つ ございました。 一つ は あなたが いかにも 

無邪気に、 初心ら しく おっしゃ つたので、 「おや、 こ 

の 方 は どんな 途方もない 事 を おっしゃ るの だか、 御 

自身で はお 分かりに ならない の だな」 と 存じました 

の。 それから 今一 つ はま あ、 なんと 申しましょう か。 

わたくし あなたに 八 分 通り 迷って いました もんです 

ゝ ？ 

力ら 

(長き 間。) 

男。 えええ。 な ー ん ー で ー す ー と。 

貴 夫人。 ええ。 全くで ございま したの。 



男 (目 を 大きく 睜 く。) あの あなたが わたくしに。 

貴 夫人。 です けれど 本当に 迷って いたと 申す ので は ご 

ざいません よ。 八 分 通りで ございま したの。 まあ、 

これから 先 は 男の 方の 出よう で どうに でもなる と 云 

うと ころまで 来て いました のです ね。 女と 云う もの 

は ある 時期の 来る まで、 男の 方の なさる 事 を じっと 

して 見て いて、 その 時期が 来る と、 突然そう 思い ま 

すの。 「もうこう なれば、 これから 先 はこの 人の す 

る ままになる より 外 無い」 と 思います の。 

男。 そして あの 時そう 思いな すった のです か。 

貴 夫人。 ええ。 



男。 そして なぜ それ を わたくしに 言って 下さらな かつ 

たのです。 

貴 夫人。 です けれど それ を 申さない のが 女の 心理 上の 

持 前な ので ございま すわ。 

男。 ああ。 わたくし はなん と 云う 馬鹿でしょう。 

貴 夫人。 (溜息 を衝 く。) まあ、 それ はそうと いたして 

置いて、 あと をお 話 申しましょう ね。 さっき 申し ま 

したでしょう。 最初 は あなたが 送って やろうと おつ 

しゃった の を、 乱暴 だと 思った のに、 とうとう おこ 

とわり 申さなかった と 申しました でしよう。 実際 最 

初 はどうい たして よろし いか 分からなかった ので ご 



る 余裕 をお 与えなさい ましたので すわ。 その 間に わ 

たくしが 後悔して おことわり をせ ずに、 我慢して い 

ましたの は、 よっぽど あなたに 迷って いた 証拠で ご 

ざいます わ。 一 体 冷却す る 時間 をお 与えな さるなん 

と 云う こと は、 女に 取って、 一番 堪忍 出来に くいの 

で) J ざ い ます けれど。 そのうち 馬車が 参り ましたの 

ね。 

男。 ええ、 わたくし は 一 頭曳の 馬車 を 雇って 来たので 

した。 

貴 夫人。 そうでした。 それでも よく あの 馬車が 一 頭曳 

だった の を 覚えて いらっしゃいました ことね。 そこ 



を 連れて来る もの だと 云う こと をお 忘れに ならない 

ようにね。 さあ、 いらっしゃい ましよ。 

(男 首 を 挽れ て 辻 馬車の たまり を さして 行く。 昔の 

おろかな りし 事の 苦澀 なる 記念の ために、 その 面 上 

あ.. つ"^ 

には怜 むべき 苦笑の 影 浮べり。 灰い ろの 空より は 

秋め ける 雨し としとと 降れり。) 
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